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須坂で暮らすこと（須坂の魅力）

蔵の町並み・・ 歴史ある自然景観・・

臥竜公園

須坂には、歴史や文化、自然や季節を身近に感じることができる

魅力的な要素がたくさん詰まっている



須坂の現状

人口減少・・ 空き家問題・・

一方で・・・

須坂市は移住先としての人気が上がってきている



旧越家住宅の魅力

奥座敷 座敷

座敷飾りや建具が

丁寧に施された

奥座敷・座敷
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蔵

庭

旧越家住宅の魅力

植栽豊かな庭

重厚感ある蔵
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本提案について

旧越家住宅が須坂に観光に来る人、

須坂に移住したいと考えている人の拠点となるように・・

「民泊 × 空き家紹介」の機能を取り入れる

旧越家住宅に宿泊することで、

“須坂で暮らす”ことの魅力を知る

須坂市内の空き家を

探してみる▶

ただ宿泊するだけでなく・・



増築

減築
N

再生前平面図 増築によって

北側の庭に

２つの用途を与える

豊かな庭空間を守るために

脇門を設置する



❹

再生後平面図

奥座敷 囲炉裏
宿泊室 1

宿泊室 2

LDK

土間ミセ

貸切風呂

祖父母寝室・居間

玄関

応接間

宿泊客をもてなし、

家族との交流が生まれる

奥座敷・囲炉裏

宿泊客がいない

時間は家族の

生活の一部になる

空き家を探しに来た人や

宿泊客を最初に迎える

土間ミセ

家族が過ごす

場の中心となる

北側の庭・LDK
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奥座敷から南側の庭を望む

囲炉裏の火が人々を集める
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再生後の様子
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再生後の様子 家族のための北側の庭

人々を迎える土間ミセ
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外観計画

脇門

格子窓

下屋

須坂の町並みに合わせ、外に

開くように外観を計画。

脇門と下屋はあえて重ねるこ

とで、家々が並び続く様子を

表現している。

▶

須坂市内の脇門と下屋 再生後の脇門と下屋

東側立面図



旧越家住宅での宿泊体験は、遠くにあるモノと簡単に繋がれる現代に、

自分の身近にあるモノの歴史や文化を感じ、

自然や季節とともにゆとりある時間を過ごすことの魅力を伝えてくれる。

ご清聴ありがとうございました。


